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The Odonate Fauna in Kinkazan Island and Aobayama Area, Miyagi Prefecture, Ⅱ



































































































































































































































































































年チョウトンボ Rhyothemis fuliginosa Selys, 1883
（M02-1-1（1 ♂））を確認しているし（伊沢ほか ,2003）、
今年は蒲生干潟でアオモンイトトンボが大量に羽化し
ているのを６月 11 日と６月 18 日に観察した。アオモ
ンイトトンボ Ischnura senegalensis（Rambur,1842）
の標本ナンバーは G03-1-1 ～ 7（6 ♂ 1 ♀）である。
また利府町の赤沼ではセスジイトトンボ Cercion 
hieroglyphicum（Brauer.1865）（R03-3-1（1 ♀ )）を
確認した。したがって、合計では 58 種になる。高橋
（1988）のリストにあって、まだ筆者らが確認してい
ない種は 30 種で、そのうちオナガサナエやコオニヤ
表３　ウトウ沼のトンボ標本リスト
表４　二ツ石橋のトンボ標本リスト
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ンマ、コシボソヤンマ、コヤマトンボなどは流れのあ
る川の中流域などが主な生息域とされているので（杉
村ら ,1999）、どこか適当な地点を発見し、調査を実
施する必要があるだろう。
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